
調宜重要資源動熊沿岸

的

本県太平洋沖に来砕する沿岸資源、のうち最も重要なスノレメイカおよびサパの漁況を把握し，来初キ:資源、

量，分布移動，生態について調査研究をおこ友い，特にスノレメイカについては，漁梅況予報事業とあわ

せて漁業経営の安定に資する。
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調査員 1名が交代で八戸市に駐在し，当業船からのききとり調査および試験船の調査結果，魚市場陸

揚げ調査をらびに魚体調査等をもとにして，漁況概要を作成し，日報として八戸漁業用海岸局から仲合

各船に通報するとともに，市内に設けた掲示板に速報を掲載し地方紙にも掲載広報した。

(1) スノレメイカ多項目測定結果

イ外 套 長(平均値)

大まかにその推移を見ると， 7月中は 18-20cm前後， 8月-9月中旬には約20-22cm，
10月下旬23.5 cm， 1 1月-12月上旬には約 24-26cmと走り， 7月中に出現したものは雌

雄差は左く，時間的増加傾向もあまりなかった。峰雄差は8月以降時間とともに増大した。

外套長組成

6月下賞片7月中旬におけるモードは 15 cmから 20仰に変化し，約5日に 1仰の割合で増加し

結査調阻

た。

平均体重

7月中は大体 100-160ifで， 8月-9月中旬には 160-220g'， 10月下旬 280if，
1 1月上~中旬 310-320if，11月下旬 320g'と左り増加と雌雄差は外套長と類似の傾向

を示した。

生 殖 腺 重量

雌雄とも，時間的に増加し夏イカでは♀ 1if.l2:1下，

-89.位であるが，時間的にはばらつきがある。

性 比

雌雄同数だったのは 1回だけで，毎回雌雄何れかに偏りがあったが，全期昇ヨ守合計ではほぼ同数(

ロ

ノ、

O 5 O 3 if以下で，秋イカでは♀ 1-2人
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6月中の小イカは古が多かった。)性比の偏りには一定の傾向は左かった。(性比の差20%以内が

約 7割を占めた。)

へてん卵腺重量

大まかに分けると.7-8月には 8--27 lf(Ifl， 9月上旬29--37 lf(Ifl， 1 0月下旬--11月上旬

3 7 --4 2脚， 1 1月下旬49lf(1flで，時間的にか念りばらつきがあった。

ト 性比と外套長の関係について

7月中の平均外套長の増加は時間との相関がうすい。この期間雌雄の魚体差は余り1.1:1，、しかし

性比との相関がこの期間でみとめられた。 7月中，合側閏体が多いときは，外套長は雌雄とも大き

く，♀の個体が少左いとき，外套長は全体として小さし精果を示した。又，この期間より椙関は低

いが，秋イカについては，これと逆の関係が傾向的にみとめられた。

月 平均外套長
性 比

月 日 平均外套長
性 比

日
(♀) (♀〉

lf(Ifl ザ。 溜R % 
7 • 6 184.1 50.0 1 0 • 2 2 233.9 ラ8.1

7 • 1 4 197.2 ラ8.0 1 1. 2 24う.0 46.5 

7. 1 7 19 1.9 44.0 1 1. 3 247.ラ 53.3 

7 • 2 1 197.2 68.8 1 1 • 4 246.8 60.0 

7 • 2 4 187.7 う4.2 1 1 • 6 2ラ0.9 36.3 

7 • 2 7 1 78.5 44.8 1 1 • 1 4 250.2 ララ.5

7 • 3 1 206.ラ 64.0 1 1. 2 7 2 5ラ.2 46.6 

r=  0.75478 r=ー 0.49169 

チ胃内容 物

近海イカの大多数の個体防空胃の状態だが，胃中に餌がみられる個体でも，満腹と思われる程

捕食してい左い。

夏イカの胃内にはAmphi po daが多くみられ，秋イカには魚類が多く，次いでThemistoの

順にをっていた。

太平洋近海イカの胃内容物中には， Themi s toが優占的だが，同じイカが生息してると思われ

る津軽暖流域内でのプランクトン組成は 1%位の割合であった。

第 21図 餌料種別出現率 月/日
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N 今後の課題及び問題点

本年も資料収集の手段として聞き取りの他;fJ'対掃を選んだ札漁況速報の資料としては有効で左かった。

問題としては当業船の積極的な協力が得られ念いことであり，速報を充実したものにして漁民に還元

させるためには漁民意識の向上と，これに対する説得の努力以外には左い。
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